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2筑波大学体育スポーツ局のMission, Value, Conceptは？
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大学

チーム登録、選手登録

試合主催権、肖像権 等

各競技団体

各学生競技連盟

公益社団法人

公益財団法人

一般社団法人

一般財団法人

任意団体

大学の各部活

野球 サッカーバレー
ボール

ハンド
ボール

文部科学省

課外活動であり、学校として責任を持って支援・監督ができない
（安全対策、コンプライアンス、会計処理 等）

部活動を横断した運営体制の効率化、一体化、価値向上ができない

興行権・放映権・肖像権などの権利は学連が保持している

任意団体

課外活動

各競技団体NCAA

大学（学長）

アスレチックデパートメント

各チーム

野球 サッカーバレー
ボール

ハンド
ボール

助言

NCAA が大学スポーツ全体を統括している

各大学チームは学長直下のアスレチックデパートメントによって
統括され大学の正式な活動になっている

興行権・放映権・肖像権はNCAAが管理し、各大学に収益を分配

学連は存在せず、競技団体は対象競技のルールに関してNCAAに
助言するのみ

日本における大学体育会チームを取り巻く環境
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大学 競技連盟

教育
研究

社会貢献

大会運営
競技普及/発展
社会貢献 等

役割/目的

上部団体 文部科学省 中央競技団体(NF)

財源
授業料/受験料

運営費交付金 等
チーム加盟費

チケット/放映権 等

チーム

日本一
代表選出
就職 等

競技連盟
練習施設に関してだけ

大学

部費・OB会費
(一部)大学から
強化費 等

競技に関わる
権利

主催権、放映権
マーケティング権利
肖像権 など全て

日本における大学体育会チームを取り巻く環境
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「TSUKUBA LIVE!」スタート
筑波大学にて初の主催ホーム

ゲームの開催

2022/8/7 2022/11/23 2023/8/5 2023/10/1

2023/8/62023/3/222022/8/7 2023/11/15

「TSUKUBA LIVE!」スタート
男子バスケと同日に水球の試合

を開催。日本トップを争う日体
大との伝統の一戦

初の有料開催
わずか販売開始23秒で

チケットが完売！

初のつくばカピオ開催
地域のアリーナでの開催。

「ホームゲームの観戦と生
理的応答」に関する研究の
実施

初の２日間連続開催
日本代表候補が集うチーム

同士でのハイレベルな戦い

530枚のチケットが完売
学内開催における最大動

員数を記録！

初の国際試合を実施
全米1位ハワイ大学と日本1

位筑波大学との国境を超え
た試合となった。YouTube
配信は5.5万回再生を記録

初の屋外競技での実施
メモリアルマッチを同日

開催。永田学長も出場！

初の冠スポンサー
冠スポンサーによるMVP表

彰ハーフタイムショーを実施

2023/3/26

「大学スポーツの可能性を広げ、スポーツで交流と興奮、文化を創る」
というビジョンのもと筑波大学体育スポーツ局が主催するホームゲーム

男子バスケットボール 男子バレーボール 男子ハンドボール 男子サッカー 男子バスケットボール

水球 男女バスケットボール 男女バスケットボール 男子バレー

TSUKUBA LIVE！の実践



2018年に設立以来、これまでの活動が評価され、
スポーツ庁とSPORTS TECH TOKYOが共同で開催する
「INNOVATION LEAGUE 2021 コンテスト」において、
スポーツにより新たな常識を生み出す取り組みを表彰する
「パイオニア賞」を受賞。
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2018年4月~2023年3月

学長

学長特別補佐

オリンピック・
パラリンピック

総合推進室

副学長・理事

（教育担当）

教育推進部教
育推進課

体育センター

副学長・理事

（学生担当）

学生部

学生生活課

筑波大学
スポーツ

アソシエー
ション

副学長・理事

（産連担当）

産学連携部産
学連携企画課

アスレチック
デパートメン

ト

事務は
総務部総務課

2023年4月~現在

体育スポーツ局次長

大学
体育

部門長

体育
施設
管理
・

運営
部門長

スポーツ
エデュケー

ション
部門長

スポーツ
アドミニスト
レーション

部門長

体育スポーツ局長

体育統括長 スポーツ統括長

学長

体育スポーツ局

筑波大学の取り組み；2023年体育スポーツ局の設立



8学生部と体育スポーツ局の組織的位置付け



9体育スポーツ局の組織図



10大学における体育会の位置付け
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11

体育スポーツ局スポーツ部会の組織体制

局長 高木英樹

次長 山田晋三

スポーツ統括長 藤本元

スポーツエデュ
ケーション部門長

スポーツアドミニ
ストレーション部門長

小井土正亮

（蹴球部監督）
大山高

＜担当教職員＞

大林 / 嶋崎 / 木内 / 稲垣 / 鍋山 / 渡部 / 福田

雨宮 / 松尾博 / 安藤真 / 谷川 / 池田 / 高柳 / 古川

金谷 / 河合 / 仙石 / 加藤 / 和久 / 武田 ほか

＜担当教職員＞

大手 / 武田 / 羽生 / 福富

笠原 / 細谷 / 上野 / 髙木七 / 浅見

白井 ほか

男子ハンドボール部

パフォーマンスディレクター

hashiguchi
テキストボックス



12体育スポーツ局となり、目指すビジョンの再設定

01.「健全化」 学校が責任を持つ健全な体育スポーツ活動の確立と高度人材の育成

02.「価値創造」 多様なステークホルダーとの連携による社会価値共創事業

03.「全体発展」 ナレッジ＆情報共有による体育スポーツ及び社会全体の発展

体育スポーツを通じて地域・企業・世界とつながり、
グローバルに開かれた人材育成と新たな事業創出で
社会を変革する



13体育スポーツ局の支援対象となる団体

健全な活動を保証する体制
（すべての学生が安心して、また安全に大学スポーツに打ちこめる環境の整備）

学生の学びと成長を促進する体制
（教員の関与による学生アスリートと学生スタッフの広く、深い学びの場の提供）

ハイパフォーマンスを探求できる体制
（トップアスリート・エキスパートの育成を目指した

研究組織・教育組織や競技団体との連携）

カテゴリーⅡ カテゴリーⅠ

学生部管轄
（すべての学生団体）

体育スポーツ局支援対象
※教育的活動の推進

カテゴリーⅢ
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大項目 基準 具体的内容

ハイパフォーマンス
を探求できる体制

高いレベルの種目専門性を持つ本学の教員が指導にあたってい
るか

体育系の種目別コーチング学領域の教員，コーチング学博士，国内外の上級指導者ライセンス、
日本代表チームレベルの指導実績を保有している本学の教員の配置

部外の組織と連携して競技力の高度化を目指す体制が構築され
ているか

学内の体育スポーツに関連した研究組織・教育組織との連携実績

学外（海外を含む）の体育スポーツに関連した研究組織・教育組織や競技団体との連携実績

高度な競技レベルを補償できるか
学内外のエキスパートの招聘実績

大学生を対象とした全国トップレベル大会への出場実績の報告（過去5年間で3年間以上）

学生の学びと成長を
促進する体制

組織の活動指針であるビジョンやミッションが明確になってい
るか

組織の活動指針となるビジョンやミッションをホームページ上に記載，年度ごとに更新

学生の主体的な学びと成長を支援できる体制が構築されている
か

学生の主体的な学びや成長を支援するスタッフ（教員・院生・外部コーチ等）の配置

学生アスリート・学生スタッフのPDCAサイクルのチェック体制の整備

社会貢献に取り組んでいるか スポーツ教室やホームゲーム等の開催実績

広報活動に取り組んでいるか
年度ごとにおける体育スポーツ局の部ごとのホームページの更新

ホームページ以外のSNSを活用した広報活動実績

健全な活動を
保証する体制

大学に所属する運動部として認められるか
運動部責任者(顧問・部長) としての本学教員の配置

体育スポーツ局の定例ミーティングへの出席

運営体制が明確であり、かつ必要な役職が設置されているか 体育スポーツ局が設定する委員の配置

文武両道が目指されているか 設定された年間最低取得単位数の遵守

学生の安心安全への配慮がなされているか
ガバナンス（会計・コンプライアンス）体制の整備

傷害・事故防止、緊急事態の対応マニュアルの設置

体育スポーツ局のガイドライン



15体育スポーツ局の支援対象となる団体

カテゴリーⅠ（22団体）

弓道部 剣道部

柔道部 体操部

硬式庭球部 卓球部

陸上競技部 水泳部

体操競技部 ダンス部

硬式野球部 バドミントン部

男子バスケットボール部 女子バスケットボール部

男子バレーボール部 女子バレーボール部

男子ハンドボール部 女子ハンドボール部

蹴球部 女子サッカー部

ラグビー部 オリエンテーリング部

カテゴリーⅡ（20団体）

アメリカンフットボール部 女子ソフトボール部

漕艇部 軟式庭球部

鹿島神流武道部 空手道部

男子アイスホッケー部 女子アイスホッケー部

男子ラクロス部 女子ラクロス部

フィールドホッケー部 準硬式野球部

アーチェリー部 ライフセービング部

馬術部 トライアスロン部

医学バドミントン部 医学ハンドボール部

医学陸上競技部 医学卓球部（※）

※ 2025年度新規



16

①

組織体制図表の

提出

②

セミナー及び

教育プログラムへの参加

③

社会貢献事業の

実施

④

広報活動の実施

試合結果の報告

⑤

競技活動実績の

報告

支援対象になった場合の協力義務一覧
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①-1 組織体制図表の提出

顧問教員

パフォーマンス

ディレクター

コーチング

スタッフ

その他の

スタッフ

S & C

コーチ

トレーナー / PT等

スタッフ

競技支援体制イメージ
チーム運営についての責任（Ⅰ・Ⅱ必須）

競技指導ついての責任者（Ⅰ必須・Ⅱ任意）※ 顧問教員との兼務可

＜カテゴリーⅠ基準＞

種目別コーチング分野の教員、または、コーチング学博士の保持者

国内外の上級指導者ライセンス、日本代表チームレベルの指導実績を保有

（任意） （任意） （任意） （任意）

学生/学外

スタッフ ※

学生/学外

スタッフ

学生/学外

コーチ

学生/学外

スタッフ

（任意） （任意） （任意） （任意）

教員

学生/学外スタッフ

※ 学生/学外スタッフにおいては、今後、認定制度を整備予定

支援対象になった場合の協力義務
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「学生団体顧問教員の手引き」より（学生担当副学長）

1. 課外活動における大学・顧問教員の位置付け及び責任

（略）・・、学生団体の運営は、学生自らの判断と責任において行われな

ければならないものです。課外活動中の事故に関する過去の判例において

も、基本的には、このような説明の下で、大学及び顧問教員が相応の指導

をしていれば、大学及び顧問教員は責任を負い得ないとされています。た

だし、顧問教員が適切に指導をしていない場合には、顧問教員、ひいては

その使用者たる大学が責任を問われる可能性があると認識しておく必要が

あります。

（略）・・・。

２. 顧問教員の役割

顧問教員は、日常の練習への立会いや指導監督、合宿や対外試合の引率・同行の義務は負

いません。活動についての助言者ないし精神的協力者、また、ときには大学(学生部学生

生活課)との調整など、側面からの援助役をお願いします。(専門的知識・技能があり可能

であれば技術的なサポートもお願いします)。

なお、併せてお願いしたいことは、活動中や移動中の事故などの緊急時において、学生部

学生生活課と連携し、迅速に対応していただくことです。事件・事故発生時は初期対応が

重要となりますので、ご協力よろしくお願いします。

また、基本的な顧問教員の役割は以下のとおりとなります。

◎顧問教員の基本的な役割

・活動方針についての助言・指導

・活動計画についての助言・指導

・運営についての助言・指導

・安全管理についての助言・指導

・各種手続書類の確認

・緊急時の対応

健全な活動を保証するうえでの顧問教員の役割



19

競技力向上を目指すプロセスにおける教育効果の最大化（※ 教員がその責任を担いチーム組織を作る）

• 中・長期戦略の立案（ビジョン・ミッションを含む）

• 戦略を効果的に実施するためのシステムの構築

（モニタリングやリポーティング）

• 効果的な施設・用具の活用やその整備

• 戦略を実施する上で必要なチーム内の折衝や
体育スポーツ局への報告

役割１：ストラテジーの立案

• 教育効果を最大化し続けるためのチーム内部の
効果的な調整

• 予算や助成金を獲得するための折衝および連携

• ネットワークを活用した既存コンテンツの有効活用

（プログラムや施設）

• ハイパフォーマンスに関する最新情報の収集

• アスリートやコーチからのニーズ把握や進捗管理

役割２：学内外組織の連携促進

パフォーマンスディレクター設置の目的

カテゴリーⅠ必須：パフォーマンスディレクターについて
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①

運営体制・

ガバナンス整備支援

②

スポーツセーフティ

支援

③

体育スポーツ施設の

優先利用

④

学生アスリート/スタッフ

の意見や要望を

反映する体制の構築

⑤

セミナー・

教育プログラム提供

⑦

ハイパフォーマンス

支援（検討中）

⑥

広報活動 /

社会価値共創活動支援

安

全
・
安

心

支

援

価

値

向

上

支

援

支援対象になった場合のサポート内容一覧
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① 運営体制・ガバナンスの整備支援

＜R6年度〜予定＞

- インテグリティ・コンプライアンスに関する情報提供と相談窓口の活用促進

- 不祥事や事件・事故が起こった際の活動継続に向けたサポート

⇨ 対処フローの明確化、大学本部（学生部）との連携、競技連盟との交渉支援 等

- 教員スタッフ・学生スタッフ・学外スタッフの認定体制の整備

- 会計業務の効率化

- 感染症が蔓延した際の活動継続に向けたサポート

⇨ 支援対象チームは体育スポーツ局のガバナンスで活動する

支援対象になった場合のサポート内容
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＜R6年度〜予定＞

- メンタルチェック・希望者へのサポート

- アスレティックトレーナー養成育成・認定・派遣

- トレーナークリニック

＜検討・準備中＞

- スポーツセーフティに関する相談窓口の活用促進

- 負傷した際の大学病院での診察・治療についての連携

- アスリート健康診断

メディカル・メンタル・フィジカルに関する安心安全のためのサポート体制づくり

※体育スポーツ局内にスポーツセーフティ委員会を設置済み

② スポーツセーフティ支援

支援対象になった場合のサポート内容
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（使用の目的等）

第２条 体育スポーツ施設は、次の各号に掲げる目的に使用できるものとする。

(1) 国立大学法人筑波大学（第７号及び次条第２号において「法人」という。）が主催する体育事業（学内行事：スポーツ・デー等）

(2) 授業

(3) 体育に関する教育研究活動

(4) 体育スポーツ局が認定する学生団体が行う活動

(5) 体育会に所属する学生団体が行う課外活動

(6) 第３号以外の教育研究活動

(7) 第４、５号以外の学生団体が行う課外活動

(8) 法人が共催又は後援する体育事業

(9) その他体育スポーツ局長（以下「局長」という。）が適当と認めるもの

２ 体育スポーツ施設の使用における優先順位は、前項各号の順序によるものとする。ただし、優先順位の高い使用目的による申込が第4

条に基づく許可後に優先順位の高い申込があった場合はこの限りではなく、優先されるものではないことから、申込者において許可され

た者と調整を行うものとする。 

改正後

体育スポーツ局が学生団体が使用する体育スポーツ施設を管理

⇨ 試験日・イベント日の体育スポーツ施設利用の促進

⇨ 施設管理責任者が各施設を利用したい団体と使用時間を調整

⇨ 体育会以外の学生団体も体育スポーツ施設が使えるように時間を確保

③ 体育スポーツ施設の優先利用

支援対象になった場合のサポート内容
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⑤ セミナー・教育プログラムの提供 ※ 随時アップデート予定

- 学生アスリート・学生スタッフ委員会（仮称）の設置

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

４年生

３年生

２年生

１年生

リーダー
研修

担当者
セミナー

代表学生

会計担当

広報担当

DTF.3
（1）

DTF.2
（1）

全体
ミーティ

ング

DTF.1

DTF.3
（2）

DTF.2
（2）

ハワイ大学研修 授業「スポーツが変われば大学が変わる」

④ 学生アスリート・学生スタッフの意見・要望を反映する体制の構築

支援対象になった場合のサポート内容
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⑥ 広報活動・社会価値共創活動支援

＜R6年度〜予定＞

- 広報内容のチェック、効果的な発信支援

- 社会価値共創活動、スポーツ教室、ホームゲーム等の支援

＜検討・準備中＞

- パフォーマンス分析のサポート（各種測定・計測機器・ソフトウェア 等）

- 学内外エキスパート（専門コーチ、アナリスト、研究者 等）の活用支援

- 栄養・食事サポート

⑦ ハイパフォーマンスサポート（研究連携による支援）

支援対象になった場合のサポート内容
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大学スポーツ改革の第一歩
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